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1980～2000年頃：「開発」の進行を背景とした「自然保護運動」の高まり

図：井上 2006 林業経済 
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「自然保護」の転換１：グリーンインフラ
2015.8 国土形成計画に「グリーンインフラの推進」
2019.7 国交省「グリーンインフラ推進戦略」
2023.9 国交省「グリーンインフラ推進戦略 2023」
グリーンインフラ官民連携プラットフォーム
- 企業・学術団体501団体
- 自治体103団体
- 個人1,067名 （2023年3月現在）

2020.10 第１回グリーンインフラネットワークジャパン
2024.2 第２回グリーンインフラネットワークジャパン

2023.2 第１回グリーンインフラ産業展
2024.2 第２回グリーンインフラ産業展

「社会的共通資本」としての自然環境

https://gi-platform.com/
https://www.gi-network-japan.org/
https://biz.nikkan.co.jp/eve/green-infra/?from=es_web


「自然保護」の転換２：ネイチャーポジティブ

経団連自然保護協議会「2030年ネイチャーポジティブに向けたアクションプラン」
①経団連自然保護基金による貢献
②ネイチャーポジティブ経営の普及
③円滑なネイチャーポジティブ経営推進のための環境整備
④日本の取組み発信・海外最新動向の把握

https://www.nacsj.or.jp/partner/2023/03/34789/

三菱地所、みなかみ町、
日本自然保護協会の３者
協定。企業版ふるさと納
税で自治体ネイチャーポ
ジティブを支援。

2022頃～ ESGの「E」：気候変動 → 気候変動＋生物多様性

TNFD v1.0 Sep. 2023

事例

https://www.nacsj.or.jp/partner/2023/03/34789/
https://tnfd.global/


生物多様性国家戦略2023-2030

自然共生サイト・OECM指定／NbSとしての活用／ネイチャーポジティブ経済
⇒ 自然を守り・活かすボトムアップ的取組みの重点化



Nature-based Solutions (NbS): 自然を活かした課題解決
グリーンインフラ（green infra-structure）: 自然を活かした社会基盤

Ecosystem-based Disaster Risk Reduction (Eco-DRR): 生態系を活用した防災減災

Ecosystem-based Adaptation (EbA): 生態系を活用した気候変動適応
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https://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/library/files/EbA.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001480252.pdf
https://www.env.go.jp/nature/biodic/eco-drr.html
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/content/001713035.pdf


「自然保護の人たち」と「企業」の新しい関係・・

今は初期の「過剰な期待」の段階・・・？
“自然保護にお金が来る！”
“とにかく「生物多様性」で先駆けよう！”
・介入すべきところが選択できているか？
・企業リスクとなる「生物多様性」と保全の現場のギャップは？

熱帯林の伐採
（遠山弘法氏撮影）

カドハリイ

「その取り組みは本物か」問われる段階へ・・・

植樹



企業活動と自然資本 課題
地域との関係構動の影響をサプライチェーンの上流から下流まで洗い
出し、生物多様性との関係を整理し「対応すべきところに対応する」
仕組みづくり・チェック体制・指標化・可視化が必要。



ネイチャーポジティブ ソリューション カタログ

Financial Alliance for Nature Positive Solutions

NPに寄与しうる測定・
評価技術、土地利用改
変・天然資源利用・汚染
対策・外来種対策技術の
紹介、LEAPとの対応

課題
技術活用の場面選択手順の提示（バリューチェーンを踏まえた選択、
ミチゲーションヒエラルキーを踏まえた選択）。自然回復技術の開発。

https://www.fanps.jp/
https://www.fanps.jp/media/news/SolutionCatalogueTowardNaturePositivever.1.0.pdf


TNFDを意識する大手企業が、「資源や災害などの物理
リスク」と「世界のトレンドに対応する移行リスク」へ
の対応として進める「ネイチャーポジティブ」だけで
よいのだろうか。

「国と地域の未来をいっしょにつくるパートナーとして
地域社会と企業が連携する。」
ネイチャーポジティブやグリーンインフラはその契機に
ならないだろうか。

「ローカルなネイチャーポジティブ、ローカルなグリー
ンインフラ活用」は地域企業だけでなく大企業にも新た
な展開の機会にならないだろうか。



地域連携による自然資源保全

地域・社会に
とっての価値

企業にとって
の価値

CSV

TNFD・TCFD対応、
地域での評価評判、
パーパス経営、
人材確保、
社員の福利 など

気候変動適応策、
水と土壌の管理、
安全と健康、
地域活性化、
ふるさとの風景の保全
など

地域とのCSV（Creating Shared Value:共有価値の創出）
を考える



自然環境をめぐるCSVのポイント
１．「目的としての自然環境・生物多様性保全」だけでなく

「結果としての保全」も重視する。
２．自然の機能を定量化・可視化し、社会課題の解決に役立てる。
３．中間支援者を活用する。



広い連関の中で捉えることの重要性

絶滅危惧種

しまがや
（カモノハシ）

茅利用・火入れ

文化・伝統を入り口とした
（結果としての）生物多様性保全

茅場
管理

利用

生育適地
の提供

カドハリイ

連携企業募集！

霞ヶ浦湖岸（稲敷市）妙岐の鼻の茅場



治水施設である「麻機遊水地」内に
設けられた公園（静岡市、巴川流域）

https://arakawasaitama.com/hanaindex/sub
takonoashi.html

https://ja.wikipedia.org/wiki/

タコノアシ

オオアブノメ

ミズアオイ

カワヂシャ

シャジクモ

グリーンパークあさはた のコーディネート
公園活用アクティビティとしての湿地管理
→インクルーシブな利用・生物多様性保全

防災×公園×教育福祉×生物多様性

連携企業募集！



自然環境をめぐるCSVのポイント
１．「目的としての自然環境・生物多様性保全」だけでなく

「結果としての保全」も重視する。
２．自然の機能を定量化・可視化し、社会課題の解決に役立てる。
３．中間支援者を活用する。



印旛沼流域（千葉県）での研究

①湿地化による治水効果
の定量化手法
・候補地選定手法

②谷津の湿地・農地が有する水質浄化機能の評価

Matsuzaki et al. (2023) Nature-
based Solutions

Kato et al. (under review)

環境研究総合推進費2-2001および総合地球環境学研究所Eco-DRRプロジェクト

③生物多様性保全に
おける谷津の重要性
・集水域の雨水浸透
の重要性

Kim et al. 2020
Wetlands Ecol 
Manage 

Hirano et al. 2022 Ecol Res

④台地～低地の水循環や谷津の土地利用変化の可視化
（里山グリーンインフラマップに反映）

Ohtsuki et al. 2022 ISE

八千代エンジニアリングの技術
による地下水流線図

https://gisatoyama.com/map/map.html


竹林の手入れ

バイオ炭の作成

農家・北総クルベジ
[クルベジ野菜]

炭素クレジット
[Jクレジット]

￥

・生物多様性保全への寄与
・生態系機能（雨水浸透、土壌保持など）への寄与

・カーボンニュートラルに寄与
・交流・連携の機会の場の提供

クレジット購入者消費者
￥￥

生態系管理団体

農地施用

「脱炭素」と自然環境保全の両立 農業との連携

・有機農業の推進

https://www.youki-takuhai.com/kuruvege.html
https://www.youtube.com/watch?v=O70YNrc4nzY


印旛沼流域 企業と連携した生態系管理・活用
MS&ADインシュアランスグループ「グリーンアースプロジェクト」

18

清水建設（株）「グリーンインフラ＋（プラス）」

2021 2022
第４回グリーンインフラ大賞（国土交通大臣賞）受賞 作図：清水建設

八ツ堀のしみず谷津（富里市）
アースウォッチ・ジャパンが中間支援

谷田・武西の草原と谷津（白井市・印西市）
里山グリーンインフラネットワーク・SODOが中間支援

https://www.ms-ad-hd.com/ja/csr/green-earth_project/COPY-project_003.html
https://www.shimz.co.jp/greeninfraplus/shimzyatsu/


議論すべき（山積する）課題
・状態や機能の可視化だけでなく介入効果の可視化も。
・土地利用に関する規制制度の見直し議論。
・認証制度などのインセンティブのあり方。
・クレジット化の長所短所の整理、あり方。
・人口減少を前提とした国土利用の議論と広域的な計画論。
・複雑系である生態系との付き合い方。非科学との付き合い方。
・企業と研究者が考える自然の価値と住民目線のギャップ。
・・・
立場を超えて議論していきましょう！

2024.3.15 西廣 淳 nishihiro.jun@nies.go.jp 

mailto:nishihiro.jun@nies.go.jp
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